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石垣島初記録の魚類 11種

是枝伶旺 1・古𣘺龍星 1・橋本慎太郎 1・清水直人 2・出羽優凪 1・本村浩之 3

A total of 11 fish species, Synodus jaculum Russell and 
Cressey, 1979 (Synodontidae), Phoxocampus belcheri (Kaup, 
1856) (Syngnathidae), Amsichthys knighti (Allen, 1987) (Pseu-
dochromidae), Apogon crassiceps Garman, 1903, Cheilodipterus 
intermedius Gon, 1993, and Yarica hyalosoma (Bleeker, 1852) 
(Apogonidae), Enneapterygius cerasinus Jordan and Seale, 1906 
and Enneapterygius signicauda Fricke, 1997 (Tripterygiidae), 
Austrolethops wardi Whitley, 1935 and Kelloggella quindec-
imfasciata (Fowler, 1946) (Gobiidae), and Arothron reticularis 
(Bloch and Schneider, 1801) (Tetraodontidae), is newly recorded 
on the basis of collected specimens from Ishigaki-jima island, 
Yaeyama Islands, Japan.
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 Abstract

石垣島は琉球列島南部に位置する八重山諸島に属する

島嶼である（Motomura and Matsunuma, 2022: fig. 5.2）．石

垣島には数多くの魚類の生息が知られており（例えば，

Senou et al., 2006b；中坊，2013；本村，2025），Senou et al. 

(2006b)は水中写真と文献調査に基づき，石垣島沿岸の水

深 50 m以浅に生息する浅海魚を 672種と見積もり，科レ

ベルでの魚類相を表に示した．吉郷（2014b）は琉球列島

の陸水域から記録のある魚種（海水魚の偶発的な出現記録

を含む）を目録的に報告し，このうち 272種の石垣島にお

ける出現を認めた．しかし，同島に焦点を置いた包括的な

魚類相調査の成果は公表されておらず，これまでに石垣島

から記録された魚類の総種数は明らかでない．

現在，鹿児島大学総合研究博物館（KAUM）には 1969–

2025年にかけて採集された石垣島産の 1,011標本が収蔵さ

れている．石垣島の魚類相は正確な把握が困難な状況にあ

るが，KAUM標本を精査した結果，石垣島から未記録と

考えられる 11種の魚類が確認されたため，ここに報告す

る．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は本村（2009）

に準拠した．標準体長は体長または SL（standard length）

と表記した．計測はノギスを用いて 0.1 mm単位まで行っ

た．リスト中の各種の学名と科の掲載順は本村（2025）に

したがった．種の同定は基本的に中坊（2013）を参照した

が，他の文献を用いる，または根拠を示すことで同定を行っ

た種については備考に記述した．本報告に用いた標本と生

鮮時の写真は，鹿児島大学総合研究博物館に所蔵されてい

る．本報告で用いた標本は全て沖縄県石垣市（石垣島）産

であるため，標本の項目にはそれ以下の詳細な地名のみ表

記した．ただし，生息地の保護の観点から一部の標本にお

いては詳細な産地情報を省略した．

石垣島初記録の魚類リスト
エソ科 Synodontidae

Synodus jaculum Russell and Cressey, 1979

オグロエソ　（Fig. 1A）
標本　2個体：KAUM–I. 192876，体長 93.0 mm，KAUM–I. 

192877，体長 90.1 mm，南ぬ浜町南方沖，水深 3–10 m，釣り，

2023年 11月 8日，井上夏樹・久保田昂樹・城山宗士・原

田善広．

備考　国内において本種はこれまでに伊豆諸島（八丈
島・三宅島），小笠原諸島（父島），相模湾，駿河湾，和歌

山県，愛媛県，高知県，日向灘，鹿児島県大隅半島（内之浦）・

薩摩半島（坊津町），大隅諸島（口永良部島・屋久島），奄

美群島（徳之島・沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島・慶良

間諸島），宮古諸島，および八重山諸島（西表島）から記
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録されていた（益田・小林，1994; Randall et al., 1997；山田，

1997；吉郷・中村，2002；伊藤，2003, 2009; Senou et al., 

2006b, 2007；山田・柳下，2013a；加藤，2014; Motomura 

and Harazaki, 2017；畑ほか，2017; Iwatsuki et al., 2017；木

村ほか，2017；畑，2018, 2020；吉野，2018; Mochida and 

Motomura, 2018；篠原，2019; Motomura and Uehara, 2020；

中村，2022；村瀬ほか，2023；深谷，2023；佐久間，

2023；本田ほか，2024）．本研究により新たに石垣島から

本種が記録された．

山田（1997）は “沖縄 ”で撮影された水中写真をオグ

ロエソに同定しており，畑ほか（2017）はこれの産地を沖

縄島とみなした．本研究においてもこれを沖縄島からの記

録とみなした．このほかに沖縄島からは吉郷・中村（2002）

が報告している．

ヨウジウオ科 Syngnathidae

Phoxocampus belcheri (Kaup, 1856)

ボウヨウジ　（Fig. 1B, C）
標本　3 個体：KAUM–I. 215329，雄，体長 50.2 mm，

KAUM–I. 215330，雌，体長 52.5 mm，KAUM–I. 215331，雌，

Fig. 1. Fresh specimens of Synodus jaculum (A: KAUM–I. 192876, 93.0 mm SL), Phoxocampus belcheri (B: KAUM–I. 215329, 
male, 50.2 mm SL; C: KAUM–I. 215331, female, 51.4 mm SL), Amsichthys knighti (D: KAUM–I. 46172, 21.4 mm SL), Apogon 
crassiceps (E: KAUM–I. 153887, 26.0 mm SL), Cheilodipterus intermedius (F: KAUM–I. 133975, 122.6 mm SL), Yarica hyaloso-
ma (G: KAUM–I. 215300, 98.3 mm SL; H: KAUM–I. 215937, egg mass: scale bar indicating 20 mm), Enneapterygius cerasinus (I: 
KAUM–I. 62869, female, 29.7 mm SL), and Enneapterygius signicauda (J: KAUM–I. 62846, female, 17.6 mm SL) from Ishiga-
ki-jima island, Japan.
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体長 51.4 mm，崎枝　御神崎，水深 0–0.1 m，徒手（KAUM–

I. 215331はタモ網），2025年 3月 14日，是枝伶旺．

備考　国内において本種はこれまでに神奈川県三浦半
島，鹿児島県薩摩半島，大隅諸島（屋久島），奄美群島（喜

界島・沖永良部島），沖縄諸島（沖縄島・伊江島・渡嘉敷島），

および八重山諸島（与那国島）から記録されていた（吉郷

ほか，2005; Senou et al., 2006a, b；渡井ほか，2009；吉郷，

2014a; Koeda et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017；松沼，

2019; Motomura and Uehara, 2020；工藤ほか，2022；本田ほか，

2024；吉田ほか，2025）．本研究により新たに石垣島から

本種が記録された．

メギス科 Pseudochromidae

Amsichthys knighti (Allen, 1987)

オオメタナバタメギス　（Fig. 1D）
標本　KAUM–I. 46172，体長 21.4 mm，名蔵湾，水深

5–10 m，手網，2012年 4月 25日，吉田朋弘・西山　肇．

備考　国内において本種はこれまでに大隅諸島（硫黄
島・竹島・口永良部島・屋久島），奄美群島（奄美大島・

加計呂麻島・喜界島・沖永良部島・与論島），沖縄諸島（沖

縄島・伊江島），宮古諸島，および八重山諸島（与那国島）

から記録されていた（林，1993, 1997；吉郷・中村，2002, 

2003, 2008；吉郷ほか，2005; Senou et al., 2006b, 2007；吉郷・

市川，2012；吉田ほか，2013；吉田，2013a, 2019a；林ほか，

2013; Koeda et al., 2016; Motomura and Harazaki, 2017；木村

ほか，2017; Nakae et al., 2018; Motomura and Uehara, 2020; 

Jeong and Motomura , 2021；萩原，2022；本村，2025）．本

研究により新たに石垣島から本種が記録された．

テンジクダイ科 Apogonidae

Apogon crassiceps Garman, 1903

アカフジテンジクダイ　（Fig. 1E）
標本　KAUM–I. 153887，体長 26.0 mm，真栄里　多田

浜海岸，水深 0.3 m，手網，2021年 3月 14日，古𣘺龍星．

備考　国内において本種はこれまでに神奈川県城ヶ島，
高知県，宮崎県，鹿児島県志布志・薩摩半島，大隅諸島（黒島・

硫黄島・口永良部島・種子島・屋久島），奄美群島（奄美

大島・喜界島・徳之島・沖永良部島・与論島），および沖

縄諸島（渡嘉敷島・久米島・沖縄島・瀬底島）から記録さ

れていた（Yoshida et al., 2010；林，2013a；吉田，2013b, 

2014, 2019b; Motomura and Uehara, 2020；田中ほか，2020；

吉郷，2021; Jeong and Motomura, 2021；萩原，2022；工藤

ほか，2022；出羽ほか，2022; Motomura, 2023；阿部ほか，

2024；前田ほか，2024；本村，2025）．本研究により新た

に石垣島から本種が記録された．

Cheilodipterus intermedius Gon, 1993

スダレヤライイシモチ　（Fig. 1F）
標本　KAUM–I. 133975，体長 122.6 mm，新栄町　石垣

漁港，水深 10 m，釣り，2019年 10月 25日，中村潤平．

備考　国内において本種はこれまでに伊豆諸島（八丈
島），相模湾，高知県，愛媛県，日向灘，鹿児島県大隅半

島（内之浦）・薩摩半島（坊津町），大隅諸島（口永良部島・

種子島・屋久島），奄美群島（奄美大島・喜界島・徳之島・

与論島），沖縄諸島（沖縄島・瀬底島・屋嘉比島を含む慶

良間諸島），および八重山諸島（西表島）から記録されて

いた（伊藤，2003, 2009；三浦，2012；林，2013a；加藤，

2014; Motomura and Harazaki, 2017; Iwatsuki et al., 2017；木

村ほか，2017; Nakae et al., 2018；小枝，2018, 2020；吉野，

2018；吉田，2019b; Fujiwara and Motomura, 2020；和田ほか，

2021；吉田，2022；萩原，2022; Motomura, 2023；本田ほか，

2024；橘ほか，2024）．本研究により新たに石垣島から本

種が記録された．

Yarica hyalosoma (Bleeker, 1852)

カガミテンジクダイ　（Fig. 1G, H）
標本　6個体：KAUM–I. 213779，体長 37.3 mm，川平

湾湾奥へ注ぐ細流，水深 0.1 m，手網，2024年 11月 29日，

清水直人；KAUM–I. 215300，体長 98.3 mm，石垣島南部

の河川，水深 0.1 m，2025年 3月 12日，清水直人；KAUM–I. 

215340，体長 50.5 mm，石垣島南部の河川，水深 0.5 m，

手網，2025 年 2 月 22 日，清水直人；KAUM–I. 215443，

体長 100.0 mm，KAUM–I. 215935，体長 43.1 mm，KAUM–I. 

215936，体長 41.4 mm，石垣島南部の河川，水深 0.5 m，手網，

2025年 12月 10日，清水直人；KAUM–I. 215937，KAUM–I. 

215443が吐き出した卵塊．

備考　国内において本種はこれまでに八重山諸島の
西表島と与那国島からのみ記録されていた（林，2013a; 

Koeda et al., 2016；國島ほか，2023）．本研究により新たに

石垣島から本種が記録された．本研究で得られた個体はい

ずれもヤエヤマヒルギ Rhizophora stylosa Griffith, 1854の水

中根や岩陰などの障害物に単独で隠れているところを捕

獲された．KAUM–I. 215443は捕獲前に卵塊を口内に保持

しており，捕獲後に卵塊を吐き出した（KAUM–I. 215937: 

Fig. 1H）．テンジクダイ科魚類では産卵後に雄が卵を口

内保育する例が多く知られており（林，1999；前田ほか，

2024），本種は石垣島で再生産を行っている可能性が高い．

しかし，國島ほか（2023）は西表島における本種の出現状

況を詳述し，その危機的な生息状況を報告した．石垣島に

おいては 2022年以降継続的に石垣島から本種が確認され

ているが（和田昇己氏，私信），それ以前の生息情報はなく，

石垣島においてカガミテンジクダイが安定した個体群を維

持できているかは不明である．
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得られた標本のうち１個体（KAUM–I. 215340）は採集

後，第 4著者の自宅にて約 3週間の飼育を行った．本個体

は採集された翌日から乾燥アカムシとブラインシュリンプ

をよく摂食していた．また，飼育下では朝昼間は水槽の底

面にとどまりほとんど動くことはなかったが，夜間になる

と中層へ移動し泳ぎ回る様子が確認された．

ヘビギンポ科 Tripterygiidae

Enneapterygius cerasinus Jordan and Seale, 1906

セダカヘビギンポ　（Fig. 1I）
標本　4個体：KAUM–I. 62867，雌，体長 18.6 mm，KAUM–I. 

62868，雌，体長 19.4 mm，KAUM–I. 62869，雌，体長

29.7 mm，KAUM–I. 62870，雌，体長 22.5 mm，川平石崎沖，

水深 0.5–2 m，手網，2014年 7月 16日，吉田朋弘・田代郷国．

備考　国内において本種はこれまでに奄美群島（奄美
大島・加計呂麻島・江仁屋離島・沖永良部島・与論島），

沖縄諸島（沖縄島・瀬底島・久米島），および宮古諸島（伊

良部島）から記録されていた（吉郷・中村，2002, 2003, 

2008；吉郷ほか，2005；林，2013b; Nakae et al., 2018；田代，

2019; Motomura and Uehara, 2020；萩原，2022）．本研究に

より新たに石垣島から本種が記録された．なお，セダカヘ

ビギンポの学名として従来用いられていた Enneapterygius 

unimaculatus Fricke, 1994 は，E. cerasinus Jordan and Seale, 

1906の新参異名とされた（Dewa et al., 2023; Dewa and Mo-

tomura, 2024）．

Enneapterygius signicauda Fricke, 1997

オグロヘビギンポ　（Fig. 1J）
標本　KAUM–I. 62846，雌，体長 17.6 mm，名蔵湾，水

深 8.5 m，手網，2014年 7月 13日，吉田朋弘・田代郷国．

備考　本標本は前方有孔側線鱗数が 19であること，後

方欠刻側線鱗数が 16であること，下顎中央の感覚管開孔

数が 1であること，体側に細い I字型とくさび型の白色縦

帯が交互に 3本ずつならぶこと，および腹鰭と臀鰭が白色

であることなどの特徴が Fricke (1997)と出羽・本村（2025）

が示した E. signicaudaの特徴と一致したため本種に同定さ

れた．国内において本種はこれまでに奄美群島（奄美大

島・沖永良部島・与論島）と沖縄諸島（沖縄島・伊江島）

から記録されていた（林，2013b；加藤，2014; Nakae et al., 

2018；田代，2019; Motomura and Uehara, 2020）．本研究に

より新たに石垣島から本種が記録された．

ハゼ科 Gobiidae

Austrolethops wardi Whitley, 1935

ヨミノハゼ　（Fig. 2A, B）
標本　3個体：KAUM–I. 212650，雄，体長 23.2 mm，川平，

水深 0.1 m，ヤビーポンプ，2024年 10月 6日，清水直人；

KAUM–I. 215256，雌，体長 34.9 mm，川平，水深 0.1 m，

ヤビーポンプ，2025年 3月 15日，古𣘺龍星；KAUM–I. 

215257，雌雄不明，体長 19.5 mm，川平，水深 0.1 m，ヤビー

ポンプ，2025年 3月 15日，清水直人．

備考　国内において本種はこれまでに和歌山県と沖縄
諸島（沖縄島）から記録されていた（明仁ほか，2013; 

Sato and Komai, 2023；大西ほか，2024）．本研究により新

たに石垣島から本種が記録された．

本種はインドネシアにおいてヤハズアナエビ Neaxius 

acanthus (A. Milne-Edwards, 1879)の巣穴内に生息する生態

が報告されており（Kneer et al., 2008），近年になり，国内

においても沖縄島に生息するヤハズアナエビの巣穴から本

種が報告された（Sato and Komai, 2023）．本研究において

も海草藻場に生息するヤハズアナエビの巣穴から本種が採

集された．

Kelloggella quindecimfasciata (Fowler, 1946)

ハダカハゼ　（Fig. 2C, D）
標本　5 個体：KAUM–I. 153938，雄，体長 19.3 mm，

KAUM–I. 153939，雌，体長 15.9 mm，KAUM–I. 153940，雄，

体長 15.3 mm，川平石崎，水深 0 m，徒手，2021年 3月 16日，

是枝伶旺；KAUM–I. 153941，雄，体長 20.2 mm，KAUM–

I. 153942，雄，体長 20.1 mm，川平石崎，水深 0 m，徒手，

2021年 3月 18日，是枝伶旺．

備考　国内において本種はこれまでに奄美群島（奄
美大島・喜界島・沖永良部島），および沖縄諸島（沖縄

島・粟国島・渡嘉敷島）から記録されていた（明仁ほか，

2013；吉郷，2014b；田中ほか，2020; Fujiwara et al., 2020；

赤池ほか，2021）．本研究により新たに石垣島から本種が

記録された．

フグ科 Tetraodontidae

Arothron reticularis (Bloch and Schneider, 1801)

ワモンフグ　（Fig. 2E, F）
標本　3個体：KAUM–I. 215302，体長 91.7 mm，KAUM–I. 

215303，体長 77.9 mm，大浜　磯辺川，水深 0.5 m，手

網，2025年 3月 12日，是枝伶旺・橋本慎太郎；KAUM–I. 

215364，体長 90.2 mm，桃里　伊野田漁港，水深 5 m，釣り，

2025年 3月 12日，是枝伶旺．

備考　国内において本種はこれまでに千葉県，兵庫県
家島諸島（男鹿島），山口県日本海側，宮崎県，鹿児島県

薩摩半島，大隅諸島（屋久島），奄美群島（奄美大島・沖

永良部島），沖縄諸島（沖縄島），および八重山諸島（西

表島）から記録されていた（Matsuura and Toda, 1981；松

浦，1997；江口ほか，2008；山田・柳下，2013b；吉郷，

2014b; Iwatsuki et al., 2017；公益財団法人鹿児島市水族館

公社，2018；園山ほか，2020；小枝・今北，2020；赤池
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ほか，2021；増田，2022；是枝ほか，2022; Matsuura and 

Motomura, 2022；古𣘺ほか，2023；是枝・本村，2024）．

本研究により新たに石垣島から本種が記録された．

石垣島の魚類相の解明に向けた問題点
上述の通り，Senou et al. (2006b)は石垣島における浅海

魚の総種数と各科に含まれる種数を報告したものの，種リ

ストは提示されておらず，石垣島の正確な魚類相は不明

な状況にある．本研究において初記録とみなした種には，

Senou et al. (2006b)が石垣島産の魚類とみなした種を含む

可能性があるが，Senou et al. (2006b)の時点における同定

状況を確認することは不可能であるため，本研究における

Senou et al. (2006b)を除いた文献調査の結果，記録が見当

たらなかったものを初記録種とした．これには既存の知見

で琉球列島や八重山諸島とのみ表記されていたものは含ま

ない（オグロエソを除く）．本研究において初記録とみな

した 11種のうち 6種（ボウヨウジ，アカフジテンジクダ

イ，カガミテンジクダイ，ヨミノハゼ，ハダカハゼ，ワモ

ンフグ）は潮間帯で採集されたものであり，更に 3種（オ

グロエソ，スダレヤライイシモチ，ワモンフグ）は沿岸か

ら釣獲されたものである．これにはヤビーポンプという一

般的でない手法で採集されたヨミノハゼも含まれるが，石

垣島の様に多数の目に留まる島嶼の極めて身近な場所から

も初記録種が多数得られたことは，石垣島の魚類相が十分

に報告されていないことをよく示している．特にボウヨ

ウジ，アカフジテンジクダイ，スダレヤライイシモチ，ハ

ダカハゼ，およびワモンフグは近年に著者らの行った南西

諸島の調査では一般的に確認される魚種である（Fujiwara 

and Motomura, 2020；和田ほか，2021；赤池ほか，2021；

古𣘺ほか，2023；是枝・本村，2024；是枝，未発表データ）．

石垣島の魚類相特性を正確に把握するには，過去の記録や

博物館標本を用いた包括的な研究が必要である．

謝　　辞
本報告を取りまとめるにあたり，鹿児島大学総合研究

博物館魚類分類学研究室の学生とボランティアのみなさま

Fig. 2. Fresh specimens of Austrolethops wardi (A: KAUM–I. 215256, 34.9 mm SL; B: KAUM–I. 215257, 19.5 mm SL), Kelloggella 
quindecimfasciata (C: KAUM–I. 153942, male, 20.1 mm SL; D: KAUM–I. 153939, female, 15.9 mm SL), and Arothron reticu-
laris (E: KAUM–I. 215302, 91.7 mm SL; F: KAUM–I. 215364, 90.2 mm SL) from Ishigaki-jima island, Japan.
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適切な指摘を頂いた．以上の方々に謹んで御礼申し上げる．

本研究は鹿児島大学総合研究博物館の「鹿児島・琉球列島

の魚類多様性調査プロジェクト」の一環として行われた．
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公益財団法人日本海事科学振興財団「海の学びミュー
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